
工学分野における日本語での表現ならびに会話、 作文
を通じて、 基本的なコミュニケ ーションを可能にする日

工学日本語II 本語を学ぶ。 簡単な漢字交じりの文章の読み書きを習得
し、 バ イオテクノロジ 一分野の基本的な日本語に慣れ、
学術論文の理解を目指す。

社会・産業界が直面する諸閲題を理解し、 その解決に

ESP バ イオテクノロ 向けてバイオテクノロジ 一分野がなしうる貢献を理解す 高度国際性涵養

ジーA
るために、 先端バ イオテクノロジ ー に関する特定の研究 教育科目として
トピックスについて紹介し、 ディスカッションを通じて 履修可
研究のデザインカを修得する。

社会・産業界が直面する諸問題を理解し、 その解決に

ESP バ イオテクノロ 向けてバ イオテクノロジ 一分野がなしうる貢献を明確に 高度国際性涵養
するために、 先端バ イオテクノロジ ーに関する特定の研 教育科目として

ジーB 究トピックスについて紹介し、 ディスカッションを通じ 履修可
て研究のデザインカを修得する。

社会が直面する地球環境· 資源エネルギ ー問題の根本
的解決に向け、 バ イオテクノロジ ー について幅広い視野 高度国際性涵養

専 ESP先端化学A を持ち国際的に活躍できる人材を育成するために、 バ イ
教育科目として

門 オテクノロジ ー に関連する先端化学・科学の最新のト
履修可

教 ピックスについて学習するとともに、 国際的な展開力を
去目 修得する。
科

先端バイオテクノロジ ーに関するe·Learningコンテン目
ツの講義・演習を行う。 地球環境・資源エネルギ ー 間題
の根本的解決に向け、 バ イオテクノロジ ーについて幅広 高度国際性涵養

ESP先端化学B い視野から国際的に活躍できる人材を育成するために、 教育科目として
バイオテクノロジ ーに関連する先端化学・科学の最新の 履修可
トピックスについて学習するとともに、 国際的な展開力
を修得する。

学生が国内外でフィー ルドスタディに参加し、 実習を
行うことにより、 各学生が海外において自らの専門性を
発揮するための基礎的な力を養うことを目的とする。

高度国際性涵養海外 フィ ー ルドス タ 準備から事後学習までの学習プロセスを学生が主体的
ディS にデザインし実行することを支援するとともに、 調整 教育科目として

カ、 コ ミュニケ ーションカ、 柔軟性といった、 大学院終 履修可

了後にプロフェッショナルとして自主的に活動し、 他者
や他機関と協働するために必要な資質を養う。

英語による先端バイオテクノロジ ー 講義を行う。 E・

生命先端工学特論II Learningにより実施する。 特に、 微生物学や生物の産業
応用等に関わる講義を受講し、 内容を理解するととも
に、 ポイントとなる英語表現を書き下す能力等を養う。

大学院で習得する学習·研究能力を国際的な場に発展
させるために、 英語による理解・表現の基礎能力を養成

工学英語I
することを目的とした授業を行う。 具体的には、 マルチ
メディア型学習システムを用いた技術英語の修得と、
CLE (授業支援システム）による課題提出を通じた科学

尚

度
技術論文作成の基礎を学習する。

国 大学院で習得する学習・研究能力を国際的な場に発展
際 させるために、 英語による理解・表現の応用能力を養成
性 することを目的とした授業を行う。 具体的には、 専門分
涵 工学英語II 野の論文の読解や作成、 研究成果に関するポスター プレ
養 ゼンテ ーションやディスカッションなどを含む。 国際会
教 議等での英語によるコミュニケ ーション能力の基礎を養
コ円 成する事を目的とする。
科
目 ビジネスエンジ：：：：アリング分野に関する研究・技術に

関する専門的な知識の習得を図るため、 課題の設定から

。JE方式による演習I 問題解決の提案までを少人数グルー プで実施する。 プレ
ゼンテ ーション能力や、 研究・ プロジェクトの立案から
問題解決まで自己完結できる広い視野を備えた能力を養
成する。
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